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議  事  録 

 

１ 会 議 名   阿賀野市特別職報酬等審議会会議 
 

２ 開催日時   平成２９年１月３０日（月）午前９時３０分から 
 

３ 開催場所   阿賀野市役所 １階 第１多目的ホール 
 

４ 出 席 者 

   審議会委員：小林郁夫（笹神商工会長）、清田壽一（ささかみ農業協同組合代表理事

組合長）、吉富丈博（立川ブラインド株式会社新潟工場長）、佐藤倉一

（株式会社ダスキン白鳥代表取締役社長）、山家利洋（北越銀行水原支

店長）、横井友子（市民委員）、布施尚美（市民委員）、鈴木千佳子（市

民委員）、田中良子（市民委員） 

欠席委員：山嵜美佳（連合下越地域協議会阿賀野支部事務局長） 

事 務 局：議会事務局長、総務部長、総務課事務局２名 
 

５ 議  事 

  (１) 特別職の給料について 

  (２) 議会議員の報酬について 

  (３) 政務活動費の額について 
 

６ 発言内容 

(１) 開会 総務部長 

(２) 市長あいさつ 田中市長（あいさつ後 退席） 

  (３) 会長の互選について 

      委員から発言が無いので事務局案を提案。 

経済界代表の株式会社ダスキン白鳥代表取締役社長 佐藤氏を指名。 

満場一致「異議なし」で会長は、佐藤倉一氏に決定。 

      佐藤氏からあいさつをいただき、それ以後の進行は会長からお願いする。 

 

会 長：只今、ご指名頂きました佐藤です。不慣れではありますが、皆さんのご

協力のもと進めてまいりますのでよろしくお願いいたします。 

なお、審議内容は重要事項ですが、委員の皆様から忌憚のないご意見をい

ただくため例年非公開としております。ただし、情報公開の観点から委員

名を伏せた形で議事録を公開することについては、ご理解をお願いいたし

ます。 

 

(４) 会長職務代理者の指名について 

      会 長：会長職務代理の指名についてでありますが、笹神商工会長の小林郁夫さ
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んを指名したいと思いますので、よろしくお願いします。 

（５）阿賀野市特別職の報酬の額について 

会 長：次に特別職の報酬の額について、事務局からお願いします。 

事務局：皆様のお手元の資料の中に、阿賀野市長名で特別職報酬等審議会長あて 

 の諮問の文書がついています。 

        ―諮問文を代読する。― 

         本諮問によりまして、特別職の給料の額、議会議員の報酬の額並びに

政務活動費の額に関し、阿賀野市特別職報酬審議会条例第２条の規定に

より、諮問いたします。ご審議をお願いしたいと思います。 

 

（６）審  議 

会 長：審議の内容について、事務局説明願います。 

事務局：事前に配布してある資料について、ご説明いたします。 

＜以下、阿賀野市特別職の報酬等の額(諮問)及び審議の資料について説明。＞ 

 

＜以下要点列挙＞ 

１）特別職の給料について 

会 長：まず最初に特別職の給料について、審議をお願いします。 

副市長はどのように考えればよろしいですか。 

事務局：今たまたま空席となっておりますが、副市長を置くことになったらとい

うことでお考えいただければと思います。 

会 長：それでは、市長、副市長、教育長の３名についての審議になりますね。 

事務局：はい。補足ですが、特別職の給料については、昨年県内２０市のうち   

１１市で給料の引き上げがあったことなどを受けて、合併後初めてプラ

ス改定をしました。 

委  員：昨年引き上げされたということですが、県内２０市の中で１１位とい

うのが高いの低いのかということをまず考えるべきではないでしょうか。 

会 長：阿賀野市の市長の給料は２０市のうち１１位で８２９，０００円ですが、

同等の人口規模の市の見附市と糸魚川市をみると、糸魚川市は１５位で 

８１２，０００円、見附市は１７位で７９５，８００円となっています

ので、これらに比べて阿賀野市は若干高めだということになります。阿

賀野市をもっと発展させたいからもっと上げたいと考えるか、見附や糸

魚川は同等の人口規模でこの程度なのだから据え置いたほうがいいので

はないかと考えるかというところだと思いますが、いかがでしょうか。 

委 員：昨年上げたということですので、今年は据え置きでいいと思います。 

会 長：今、据え置きという意見が出ましたが、他にご意見がないようでしたら

特別職の給料については据え置きでよろしいでしょうか。 

＜異議なし＞ 
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会 長：それでは、特別職の給料は据え置きとします。 

 

２）議会議員の報酬について 

会 長：つづきまして、議会議員の報酬について、審議をお願いします。 

       阿賀野市の議員報酬は２０市の中で下から２番目の１９位で     

２６６，０００円です。同等人口規模の見附市は２９４，０００円で  

１３位、糸魚川市は ２９０，４００円で１５位です。政務活動費は昨

年１０，０００円から１５，０００円に上がりましたが、報酬は平成

２２年度に上がってから７年ほど据え置きの状況です。 

   委 員：政務活動費１５，０００円は妥当だと思います。報酬については安い

と思いますが、上げる必要はないのかなと思います。 

委 員：据え置きの期間が長いので、若干上げていいのかなと思います。 

   委 員：据え置きでもいいのかなと思いますが、１９位や１８位なので若干上

げてもいいのではないかと思います。 

   委 員：他市に比べて低めだという印象を持ちます。特別職とのバランスや消

費者物価指数が上がっているのに改定されていないということを勘案

しますと、若干上げて市のために汗をかいてもらうという考え方もい

いのではないかと思います。 

   委 員：昨年度政務活動費を上げましたので、他市よりは低いかもしれません

が据え置きでよいと思います。 

   委 員：１９位という順位は低いと思うので、若干上げてがんばっていただき

たいと思います。 

   委 員：政務活動費を上げたとはいえ、１カ月２６６，０００円で政治活動が

きちんとできるのかなと、ちょっと低すぎるのではないかと思います。 

   会 長：政務活動費の使用状況を教えてください。 

   議会事務局長：今年度は選挙があったので１０月末で一区切りとしていまして、

議会だよりでその使用状況についてお知らせしたところです。ほとんど

の方は研修の参加費および交通費や宿泊費として使用していますが、そ

の他議会報告のチラシ作成、参考図書購入などにも使われています。２

１０万円支払ったもののうち５３万円ほど返還されました。 

会 長：２０名の議員のうち使い切らない人は何人くらいいますか。 

議会事務局長：個人で受ける場合とグループで受ける場合がありまして、２８年

度は１３単位に支払いをしたうち９単位から返還がありました。 

   会 長：今後の阿賀野市を考えた時に、若い議員が増えていってほしいと思いま

すので、そういった将来的なことも考えることも必要だと思います。 

   委 員：２６６，０００円のうち手取りはいくらですか。 

   議会事務局長：控除されるのは所得税のみですので、２２万円程度です。 

委 員：２２万円くらいでは生活もなかなか厳しいと思いますので、上げたほう
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がいいのではないかと思います。 

会 長：まずは、据え置きにするのか上げるのかを決めたいと思います。上げた 

ほうがいいという意見が多くなってきていますので、今回上げるという

形で話を進めたいと思いますがよろしいでしょうか。 

                ＜異議なし＞ 

会 長：それでは、上げるということで進めます。次にどのくらい上げるのかと

いう話になりますが、議長、副議長、議員とありますので額を決めるの

ではなく何％上げるのかをきめるということでよろしいでしょうか。 

＜異議なし＞ 

会 長：議員は１％で２，６６０円、２％で５，３２０円になります。 

委 員：議員報酬は市長給料に比べて３２．１％となっていますが、五泉市は   

３５．９％となってます。このへんが目安になるのではないかと思いま

す。 

会 長：ちなみに見附市で３６．９％、糸魚川市で３５．８％です。そうすると  

３％程度でしょうか。 

委 員：そうですね。 

会 長：議長、副議長を除いて議員だけを上げるのか、すべて一律上げるのかと

いうことになります。議長、副議長も１８位なので、議員だけ３％上げ

て議長、副議長は１８位のままでいいのかということになりますが、い

かがでしょうか。 

委 員：２０名全員３％上げたら財政負担は大きくなってしまうのではないでし

ょうか。 

会 長：議員報酬は全体のどのくらいの割合を占めていますか。 

事務局：人件費の中では２．５％、普通会計全体でみると０．４％くらいになり

ます。 

委 員：物価上昇もありますが、消費税も上がっていますので報酬が上がらなけ

ればそれだけ使えるお金は少なくなってしまします。少なくとも消費税

３％上昇分をベースで考える必要があるのではないかと思います。 

会 長：議長、副議長は議員に比べて市長給料との対比は高いのですが、他市も

同様の状況です。全部一律で率を決めるか、個別の率にしたらいいのか

について決めたいと思いますが何か意見はありますか。 

事務局：参考ですが、他市で個別の率としているところは、ここ３年ほど様子を

みてきましたがないようです。 

会 長：それでは、一律の上げ率で決めさせていただきたいてよろしいですか。 

                ＜異議なし＞ 

会 長：今までの話によると、上限は３％なのかなと思います。３％にするかそ

れより低くするかということについてご意見はありますか。 

委 員：今回上がった市は何％上げていますか。 
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事務局：三条市は３年連続１％、燕市は昨年に引き続き４％上げています。 

会 長：この審議会は来年以降も続きますので、慎重に考えなければいけないと

思います。妥当なところで２％かなと思いますが、御意見はありますか。 

委 員：妥当なのではないでしょうか。 

会 長：それでは議員報酬については一律２％上げるということでよろしいでし

ょうか。 

                ＜異議なし＞ 

 

３）政務活動費の額について 

会 長：続きまして、政務活動費の額について、審議をお願いします。 

委 員：去年上がったばかりですから据え置きでいいと思います。 

会 長：そうですね。去年上がったばかりですし、報酬を２％上げますので政務

活動費は据え置きでよろしいでしょうか。 

                   ＜異議なし＞ 

会 長：結果のとりまとめをします。特別職の給料については据え置き、議会議

員の報酬については２％引き上げ、政務活動費の額は据え置きとし市長に

答申させていただきます。 

  

会 長：最後にその他とありますが、事務局で何かありますか？ 

事務局：端数の処理については事務局に一任していただければと思います。その

他は特にございません。 

会 長：これですべての審議が終了しましたので、会長の任を解かせていただき

ます。みなさまのご意見ご協力大変ありがとうございました。 

事務局：ご審議いただきありがとうございました。これで閉会とします。 


